
回数 年次 メインテーマ 大会長

第 1 回 昭和 60 年 ストレス科学の確立を目指して 鏡 光長（聖マリアンナ医科大学）

第 2 回 昭和 61 年 現代社会のストレスを探る 小泉 明（東京大学）

第 3 回 昭和 62 年 よりよいストレス対処法の確立を目指して 本明 寛（早稲田大学）

第 4 回 昭和 63 年
産業社会構造化におけるストレス

―そのキーワードを求めて―
梅沢 勉（日本大学）

第 5 回 平成元年 ストレスのマネージメントとセラピー 大原健士郎（浜松医科大学）

第 6 回 平成 2 年 グローバルな視野からのストレス対処の功罪 桂 戴作（日本大学）

第 7 回 平成 3 年 クオリティーオブライフとストレス 高田 勗（北里大学）

第 8 回 平成 4 年 ストレス ―その内と外ー 小此木啓吾（慶応義塾大学）

第 9 回 平成 5 年 ストレス性健康障害を探る 筒井末春（東邦大学）

第 10 回 平成 6 年 身体的ストレスと精神的ストレスの接点を探る 岩根久夫（東京医科大学）

第 11 回 平成 7 年 ライフサイクルとストレス
長谷川和夫

（聖マリアンナ医科大学）

第 12 回 平成 8 年
現代社会におけるストレスをめぐる諸問題

－その実態と対応を考える－
並木正義（旭川医科大学）

第 13 回 平成 9 年 ストレスと健康づくり 野崎貞彦（日本大学）

第 14 回 平成 10 年 ストレス科学の多元的総合に向けて 浅井昌弘（慶応義塾大学）

第 15 回 平成 11 年 21 世紀に向けてのストレス科学の展開 吾郷晋浩（国立精神神経センター）

第 16 回 平成 12 年 福祉とストレス 福渡 靖（山野美容芸術短期大学）

第 17 回 平成 13 年 21 世紀のストレス科学の可能性を探る 田中正敏（久留米大学）

第 18 回 平成 14 年 現代社会とストレス戦略 飯森眞喜雄（東京医科大学）

第 19 回 平成 15 年 心身症とストレス 久保木富房（東京大学）

第 20 回 平成 16 年 環境とストレス相関 相澤好治（北里大学）

第 21 回 平成 17 年 ストレス・マネジメントの実際 大野 裕（慶應義塾大学）

第 22 回 平成 18 年 ストレス科学の基礎と臨床の融合 佐々木大輔（弘前大学）

第 23 回 平成 19 年
ストレス社会を共に生きるために

－心身の癒しを科学する－
武田弘志（国際医療福祉大学）

第 24 回 平成 20 年
Stress Communication
－安寧のライフスタイルを求めて－

森本兼曩（大坂大学）

第 25 回 平成 21 年 青年期のこころを支える 宮岡 等（北里大学）

第 26 回 平成 22 年 ストレス科学の進歩と応用 久保千春（九州大学）

第 27 回 平成 23 年
格差社会におけるストレスから

分子生物学的ストレス研究まで
下光輝一（東京医科大学）

第 28 回 平成 24 年 ストレス科学は地域をどう支援できるか？ 坂野雄二（北海道医療大学）

第 29 回 平成 25 年
社会貢献できる

ストレスバイオロジー研究をめざして
六反一仁（徳島大学）

第 30 回 平成 26 年 社会が求めるストレス研究とストレス対策 村上正人（日本大学）

第 31 回 平成 27 年 環境とストレス 再考 角田 透（杏林大学）

第 32 回 平成 28 年
ストレスとレジリエンス

－概念から基礎,臨床,そして社会へ－
渡邊衡一郎（杏林大学）

第 33 回 平成 29 年 ストレスチェック制度のその後 山田冨美雄（関西福祉科学大学）

第 34 回 平成 30 年
ストレスの多面的解釈に向けて

～基礎からマネジメントまで～
平松正行（名城大学）
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学術総会 歴代テーマ・学会長
第 1日：平成 30 年 10 月 27 日（土） 

第 2日：平成 30 年 10 月 28 日（日） 

時間枠
第 1 会場 

1 階 DS ホール 
第 2 会場 

2 階 DS201 
第 3 会場 

2 階 DS202 
第 4 会場 

4 階 DS401 

午

前

9：55 開会式

10:00-11:30 
特別講演 1 
大野裕先生

11:45-12:45 
教育セミナー1 

芦原睦先生
理事会・評議員会

午

後

12:50-13:20 総会

口頭発表 1 
13:00-13:50 

13:30-15:00 
市民公開講座

梅田孝先生

シンポジウム 1
「もっと知りたい！

医療統計」

口頭発表 2 
13:50-14:40 

口頭発表 3 
14:40-15:30 

産業医講習会

14：30~16：30 15:00-16:30 
シンポジウム 2

「ストレス疾患とエ
ピゲノム」

シンポジウム 3
「地域における高齢
者のエンド・オブ・
ライフケアの実践に

向けて」

17:00-19:00 懇親会（学会賞・学会奨励賞表彰式） 北館１階 MU ガーデンテラス 

時間枠
第 1 会場 

1 階 DS ホール 
第 2 会場 

2 階 DS201 

午

前

9:00-10:30 
シンポジウム 5

「ストレス（モデル）分子」
シンポジウム 4

「災害後のストレス：有効な心
理的支援に向けて」

10:30-12:10 
特別講演 2 
奥山真司先生

午

後

12:20-13:20 
教育セミナー2 
尾崎紀夫先生

教育セミナー3 
山田冨美雄先生

13:30-15:00 
シンポジウム 6

「日本で働くアジア系外国人の
ストレス問題」

シンポジウム 7
「職域のメンタルヘルスにおけ

る現状と課題」

15:00-17:00 

シンポジウム 8
「学校教育現場で活かす認知行
動療法：こころのスキルアップ

教育」

17:00 閉会式



講演 

 

10月 27日（土）10:00-11:30（1階 DSホール） 

特別講演１ 

「ストレス対処に活かす認知行動療法のエッセンス」 

大野 裕（大野研究所）        座長：武田弘志（国際医療福祉大学） 

 

10月 28日（日）10:30-12:10（1階 DSホール） 

特別講演２ 

「職場のメンタルヘルスと、ものづくりの会社の思いやり研修」 

奥山真司（トヨタ自動車株式会社）   座長：村上正人（国際医療福祉大学） 

 

10月 27日（土）11:45-12:45（2階 DS201） 

教育セミナー１ 

「メンタルヘルス不調者に対する漢方療法 ストレスチェック制度を踏まえて」 

芦原 睦（中部労災病院）        座長：山岡昌之（日本摂食障害治療研究所） 

 

 10月 28 日（日）12:20-13:20（1階 DS ホール） 

教育セミナー２ 

「ストレスと睡眠の関係について：睡眠は、からだ、脳、こころの接点」 

尾崎紀夫（名古屋大学）        座長：吉田契造（株式会社デンソー） 

 

10月 28日（日）12:20-13:20（2階 DS201） 

教育セミナー３ 

「公認心理師を学ぶ〜我が国初の心理国家資格を活かす道〜」 

山田冨美雄（関西福祉科学大学）     座長：塩崎万理（名城大学） 

 

10月 27日（土）13:30-15:00（1階 DSホール） 

市民公開講座「スポーツ活動による心とからだの疲れとその対処法について」 

梅田 孝（名城大学）          座長：平松正行（名城大学） 

  



シンポジウム 

シンポジウム１「もっと知りたい！医療統計」 

10月 27日（土）13:30-15:00（2階 DS201） 

座長：田辺公一（名城大学）、野田幸裕（名城大学） 

猪川和朗（広島大学）統計の基礎 

酒井隆全（名城大学）研究デザインと仮説の立て方 

佐藤一樹（名古屋大学）アンケート調査を成功させるための基本とコツ 

田辺公一（名城大学）統計ソフト使用時の注意点と選び方 

 

 

シンポジウム２「ストレス疾患とエピゲノム」 

10月 27日（土）15:00-16:30（1階 DSホール） 

座長：辻 稔（国際医療福祉大学） 

宮川和也（国際医療福祉大学）ヒストンアセチル化によるストレスレジリエンスの獲得 

村田 唯（熊本大学）精神疾患におけるレトロトランスポゾンとエピゲノム 

衣斐大祐（名城大学）精神疾患治療薬によるエピゲノム変化 

郡山恵樹（鈴鹿医療科学大学）S-ニトロシル化のエピジェネティック制御による中枢神経再

生制御機構 

 

 

シンポジウム３「地域における高齢者のエンド・オブ・ライフケアの実践に向けて」 

10月 27日（土）15:00-16:30（2階 DS201） 

座長（司会）：小木曽加奈子（岐阜大学） 

安藤恵美（可児とうのう病院附属訪問看護ステーション）在宅での高齢者のエンド・オ

ブ・ライフケアを支える 

樋田小百合（修文大学）介護老人保健施設におけるエンド・オブ・ライフケア 

小木曽加奈子(岐阜大学) 特別養護老人ホームにおけるエンド・オブ・ライフケア 

 

 

 

 

 

 



シンポジウム４「災害後のストレス：有効な心理的支援に向けて」 

10月 28日（日）9:00-11:00（2階 DS201） 

司会・企画：畑中美穂（名城大学）、松井 豊（筑波大学） 

話題提供：山田冨美雄（関西福祉科学大学）災害後のストレス体験を心の成長（PTG）に導

くストレスマネジメント教育 

話題提供：松井豊（筑波大学）災害救援者のストレス－東日本大震災における調査・実践

活動から 

話題提供：矢島潤平（別府大学）災害時のストレスケア－熊本大分地震での緊急支援活動

から 

指定討論：島津明人（北里大学）指定討論－陸前高田市での実践活動をふまえて 

 

 

シンポジウム５「ストレス（モデル）と分子」 

10月 28日（日）9:00-10:30（1階 DSホール） 

座長：溝口博之（名古屋大学） 

國澤和生（藤田医科大学）うつ病発症におけるトリプトファン代謝の関与 

有岡祐子（名古屋大学）細胞から捉える精神疾患患者の分子基盤破綻 

永井 拓（名古屋大学）自然免疫系の過剰な活性化はアストロサイト由来主要組織適合抗

原 I型を介して異常行動を引き起こす 

北岡志保（神戸大学）反復社会挫折ストレスモデルにおける自然免疫分子を介した炎症様

反応の役割 

 

 

シンポジウム６「日本で働くアジア系外国人のストレス問題」 

10月 28日（日）13:30-15:00（1階 DSホール） 

司会・企画：山田冨美雄(関西福祉科学大学) 

山田冨美雄（関西福祉科学大学）インドネシアおよびフィリピン人看護師・介護福祉士候

補生のメンタルヘルス 

石川利江（桜美林大学）外国人看護師・介護福祉士候補者へのストレスマネジメントの実

践：東京・横浜の事例 

畠中香織（大阪大学）ケアの文化差に関連する在日外国人ケア労働者のストレスと支援：

インドネシア高齢者施設のケアの現状から 

高橋 亮（岩手医科大学）EPA 看護師のストレスについて 

 



シンポジウム７「職域のメンタルヘルスにおける現状と課題： 

ストレス健診法制化や自動車事故新法施行後の状況を踏まえて」 

10月 28日（日）13:30-15:00（2階 DS201） 

座長：尾崎紀夫（名古屋大学）、吉田契造先生（株式会社デンソー） 

吉田契造（株式会社デンソー）ストレス健診後の現状と課題 

西田友厚（中部電力株式会社）過重労働規制とメンタルヘルス 

岩本邦弘（名古屋大学）向精神薬と精神疾患が自動車運転に与える影響 

野田幸裕（名城大学）ストレスに関連する生物学的マーカーの探索と生物学的マーカーに

対する向精神薬の影響 

 

 

シンポジウム８「学校教育現場で活かす認知行動療法･･･こころのスキルアップ教育」 

（企画：認知行動療法教育研究会 名古屋推進委員会） 

10月 28日（日）15:00-17:00（1階 DSホール） 

座長：谷口陽一（岐阜県高山市立江名子小学校） 

加藤真奈美（愛知県名古屋市立港楽小学校）認知行動療法教育研究会 設立の経緯と活動 

安藤宜尚（岐阜県多治見市立小泉小学校）こころのスキルアップ教育の概要 

青山岳史（岐阜県可児市立今渡北小学校）できごと・考え・気分をつかまえる 

太田久美（愛知県瀬戸市立下品野小学校）養護教諭が行うこころのスキルアップ教育 

谷口陽一（岐阜県高山市立江名子小学校）学校教育現場における認知行動療法の活用と医

療との違い 

 

 

日本医師会認定産業医 生涯実地研修 事例検討「ストレスチェックの事後指導」 

10月 27日（土）14:30–16:30（4階 DS401） 

（事前申込制） 

講師 

金子 宏（医療法人 東恵会 星ヶ丘マタニティ病院） 

古井 景（愛知淑徳大学） 

 

  



口頭発表  

ストレス基礎研究      10月 27日（土）13:00–13:50（2階 DS202） 

座長：國澤和生（藤田医科大学） 

 

ストレス適応および非適応モデルマウスの海馬における 5-HT1A 受容体および輸送

タンパク質 KIF13Aの細胞内分布の特徴 

宮岸 寛子、辻 稔、齋藤 淳美、黒川 和宏、宮川 和也、武田 弘志 

国際医療福祉大学薬学部 薬理学分野 

 

胎生期ストレスが惹起する不安感受性の亢進と抑肝散の治療効果 

宮川 和也、齋藤 淳美、宮岸 寛子、黒川 和宏、辻 稔、武田 弘志 

国際医療福祉大学薬学部 薬理学分野 

 

ストレス適応の形成に白血病阻止因子が関与する 

黒川 和宏、辻 稔、宮岸 寛子、斎藤 淳美、宮川 和也、武田 弘志 

国際医療福祉大学薬学部 薬理学分野 

 

情動調節における脳内 ATP感受性カリウムチャネルの関与 

齋藤 淳美 1)、宮川 和也 1)、宮岸 寛子 1)、黒川 和宏 1)、辻 稔 1)、梅田 啓 2)、岡田 泰昌 3)、 

武田 弘志 1) 

1)国際医療福祉大学薬学部 薬理学分野 

2)国際医療福祉大学塩谷病院呼吸器内科 

3)独立行政法人 国立病院機構村山医療センター内科 

 

てんかんモデルマウスの海馬における BDNFの発現制御 

松竹 友基、衣斐 大祐、間宮 隆吉、平松 正行 

名城大学薬学部 薬品作用学研究室 

  



ストレス臨床・実践研究１   10月 27日（土）13:50–14:40（2階 DS202） 

座長：畑中美穂（名城大学） 

 

花を介した軽園芸作業によるストレス軽減可能性の考察 

千葉 吉史 1)、山口 琢児 2)、胡 愛玲 2)、丸谷 昂司 3)、引間 直子 1)、岩川 悟 1)、 

桒嶋 裕司 1)、岩間 裕美子 1)、大中 俊宏 1)、上原 優子 11)、渡邊 大祐 1)、水嶋 章郎 1) 

1)順天堂大学大学院医学研究科 緩和医療学 

2)順天堂大学漢方医学先端臨床センター 

3)近畿大学大学院農学研究科 

ストレスチェックにおける経年変化について 

臼倉 由香利、小薬 理絵、渋谷 英雄 

ピースマインド・イープ株式会社 

 

外部 EAPにおけるカウンセリングサービスの効果測定 

笹川 果央理、藤井 奈津子 

ピースマインド・イープ株式会社 

 

エアコンの冷風刺激が自律神経機能・ストレスマーカー・気分に与える影響に関す

る検証 

滝澤 勇輝 1,2)、山川 博彰 2)、山口 琢児 3)、胡 愛玲 1,3)、小林 弘幸 1,3,4) 

1)順天堂大学大学院医学研究科居住環境神経生理学研究講座 

2)株式会社フジタ 

3)順天堂大学大学院医学研究科漢方医学先端臨床センター 

4)順天堂大学医学部 病院管理学 

 

就労者のストレス反応と生活習慣の関連についての予備的検討 

村上 真 1,2）、宮崎 亜紀子 2）、唐 小和 2）、水上 勝義 1） 

1)筑波大学 

2)株式会社 FiNC 

 

  



ストレス臨床・実践研究２   10月 27日（土）14:40–15:30（2階 DS202） 

座長：伊藤康児（名城大学） 

 

退職者の心理社会的課題と教育ニーズ－年齢と退職後年数との比較検討 

立瀬 剛志 1)、藤森 純子 2)、永田 勝太郎 3） 

1)富山大学大学院 医学薬学研究部 疫学・健康政策学 

2)NPO法人 みどりの風 

3)公益財団法人 国際全人医療研究所 

 

ストレスの客観的評価法の検討：筋電図・脳波検査が唾液アミラーゼ活性および心

拍変動に及ぼす影響 

吉原 英児、降旗 俊介、鈴木 玖実、宮本 真起子、岩橋 和彦 

麻布大学生命・環境科学部 

 

高校生におけるストレスマネジメントと食習慣の関連に関する調査 

古賀 祐子、水上 勝義 

筑波大学大学院人間総合科学研究科 

 

大学生における性格特性と発話傾向の関連 

五十棲 計 1)、赤座 駿 1,2)、大平 雅子 1) 

1)滋賀大学 

2)守山市立守山小学校 

 

毛髪バイオマーカーを用いた中国系留学生のストレス評価とその関連要因の検討 

大平 雅子、五十棲 計 

滋賀大学 

 

 

 




